
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（（rap

＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
あ
り

ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、

ハ
ン
マ
ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う

な
音
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場

に
特
殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定

機
器
を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、

撮
影
を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
し

て
は
、
①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材

工
法
説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共

鳴
説
、
⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、

⑥
オ
ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。

建
築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の

立
ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調

査
や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分

析
等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査

も
行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
〟
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
に
は
良
し
悪
し
が
あ
り
、

住
居
に
は
避
け
た
い
土
地
に
関
し
て
も

お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
24
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会　

七
月
、
九
月

　

研
究
集
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会　

七
月
、
九
月

　

研
究
集
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
新
役
員
の
ご
挨
拶

　

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

　

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

　

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

　

副
理
事
長　

小
林 

信
正

　

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　

眞
野 

博
英

　

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　

森
安 

政
仁

◎
平
成
25
年
五
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
八
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎ 

オ
ー
ブ
出
現
に
及
ぼ
す
カ
メ
ラ
と
光

と
水
滴
の
影
響

◎ 

科
学
と
再
現
性　

そ
し
て
サ
イ
エ
ネ

ル
ギ
ー

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎ 022（279）0908･FAX  022（274）0097

中　　　部
〒503−0981　大垣市桧町1290

山　田　哲　三
☎･FAX  0584（91）1192

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎ 076（234）6634

関　　　西
〒659−0011　芦屋市六麓荘町

（事務局）9−39
木　村　のり子

☎･FAX  0797（22）6425

九　　　州
〒862−0976　熊本市九品寺

1−9−7
金　子　輝　夫

日本サイ科学会　平成 26 年 7月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号416
26−7･8



● ❷●

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は

ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作

に
永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V

制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数

の
放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
7
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

※
9
月
本
部
例
会
の
講
師
は
、
現
在
交

渉
中
で
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
、
7
月

の
本
部
例
会
終
了
後
、
公
式
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
二
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

金
三
千
三
百
円
也　

吉
田　

一
美　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　
　

勇　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
8
回
　
U
F
O
・
O
R
B
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ
　
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
　

　
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」
か
ら

　
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
は
天
動
説
か
ら

地
動
説
へ
の
転
換
に
あ
っ
た
!

現
在
進
行
形
の
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

革
命
と
は
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」

か
ら
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
、

ケ
プ
ラ
ー
宇
宙
望
遠
鏡
等
の
発
見
の

数
々
は
こ
の
宇
宙
に
は
た
く
さ
ん
の
銀

河
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
地
球
型
惑
星

が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

ジ
ォ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
復

権
!?
最
新
の
U
F
O
・
オ
ー
ブ
情
報

を
紹
介
し
、
さ
あ
て
、
第
2
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
革
命
を
論
じ
ま
し
ょ
う
か
!?　

日
時　

平
成
26
年
7
月
21
日
（
月
）　

 

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

一
〇
〇
〇
円

会
員
会
費　

五
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
会
員
）

�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
12
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
サ
イ
と
天
変
地
異
」）
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は

積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

研
究
発
表
の
予
稿
集
原
稿
は
、
後
日

今
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い
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た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可
能

技
術
の
数
々

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

セ
ド
ナ
メ
ソ
ッ
ド
「
人
生
を
変
え

る
一
番
シ
ン
プ
ル
な
方
法
」

　
　
講
師
　
安
藤
　
理（
お
さ
む
）氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

生
霊
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
1
6
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分　

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
1
6
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分　

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

眞
野
接
骨
院
ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

☆
新
役
員
の
ご
挨
拶

六
月
八
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

平
成
26
年
か
ら
の
新
役
員
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
を
掲
載
致
し
ま
す
。



会
長
退
任
の
ご
挨
拶

新 
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　
　
　
　
　
　
佐
々
木 

茂
美

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
長
い
間
会
長
職
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
現
在
84

才
、
あ
た
ま
の
回
転
も
お
そ
く
な
り
、

少
々
ぼ
け
て
き
て
、 

迷
惑
を
お
掛
け
す

る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
サ
イ

科
学
会
も
危
機
的
な
状
態
を
脱
し
て
、

や
っ
と
、
隆
盛
の
機
運
が
巡
っ
て
き
ま

し
た
。
会
員
数
も
増
え
て
来
て
、
論
文

数
も
ま
し
、
有
識
者
が
よ
く
連
絡
し
て

く
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
言

う
意
味
で
、
明
る
い
兆
し
が
で
て
来
た

と
思
う
の
で
す
。

こ
の
際
、
会
長
を
交
代
し
て
、
マ
ン

ネ
リ
を
打
破
し
て
、
新
し
い
方
向
に
進

歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま

す
。私

の
希
望
と
し
て
、
日
本
サ
イ
科
学

会
と
し
て
、
定
款
を
変
え
な
い
で
欲
し

い
、
と
言
う
事
が
あ
り
ま
す
。
宜
敷
く
、

御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
浪
平
　
博
人

こ
の
た
び
会
長
の
任
を
承
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
浪
平
博
人
で
す
。
初
代
の

関
英
男
先
生
お
よ
び
そ
れ
を
継
ぐ
佐
々

木
茂
美
先
生
と
い
う
大
変
立
派
な
会
長

を
戴
い
て
、
サ
イ
科
学
会
は
“
心
と
心
”

な
ら
び
に
“
心
と
物
”の
間
の
相
互
作
用

は
確
か
に
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

こ
れ
を
で
き
る
だ
け
科
学
的
に
解
明
す

る
こ
と
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
初
の
茫
漠
と
し
て
い
た
こ
の
分
野

は
、
そ
の
全
貌
が
整
理
さ
れ
さ
ら
に
俯

瞰
的
に
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

科
学
的
な
方
法
論
に
沿
っ
て
深
く
考
究

さ
れ
て
、
論
文
と
い
う
誰
も
が
内
容
を

確
認
で
き
る
形
で
記
述
さ
れ
る
に
至
り
、

当
会
は
質
を
伴
っ
て
発
展
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
両
会
長
の
長
年
に
わ

た
る
卓
越
し
た
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。

サ
イ
科
学
会
を
量
の
面
か
ら
眺
め
ま

す
と
、
少
し
前
の
社
会
の
不
況
の
あ
お

り
を
受
け
た
会
員
数
の
減
少
傾
向
へ
の

対
処
に
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
番

苦
し
い
時
は
過
ぎ
わ
ず
か
な
が
ら
回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
発
展
の
予
兆

と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
人
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す

と
、“
こ
れ
で
す
べ
て
わ
か
っ
た
”
と
さ

れ
る
時
代
は
後
世
か
ら
み
る
と
結
果
と

し
て
偏
っ
た
停
滞
の
時
代
で
し
た
。
翻

っ
て
今
日
を
眺
め
る
と
、
い
ま
は
量
で

あ
ら
わ
さ
れ
な
い
も
の
は
無
視
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
科
学
万
能
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
我
々
は
不
思
議

な
こ
と
を
正
面
か
ら
欺
か
れ
な
い
眼
で

見
つ
め
健
全
な
疑
問
を
抱
き
、
そ
れ
を

解
明
し
よ
う
と
す
る
者
の
集
い
で
あ
り

ま
す
。
時
代
の
先
端
を
歩
む
も
の
で
あ

ろ
う
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
、
会
の
発
展
に
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田 

昌
治

私
は
生
来
好
奇
心
旺
盛
な
方
で
、
水

を
主
要
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
現
在
日
本
化
学
会
を
始
め
10
前

後
の
学
会
に
加
入
し
て
い
る
が
ほ
と
ん

ど
の
学
会
で
会
員
が
減
少
し
て
い
る
。

か
つ
若
い
人
の
参
加
が
少
な
く
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
当
サ
イ
科
学
会
も
最

盛
期
と
い
う
か
会
員
数
が
最
も
多
か
っ

た
時
期
に
比
べ
半
減
し
て
い
る
。
こ
の

現
象
は
出
生
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る

● ❹●



こ
と
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
現
に

会
員
が
増
加
し
て
い
る
学
会
も
数
少
な

い
が
あ
る
。
知
る
範
囲
で
は
例
え
ば
日

本
医
療
・
環
境
オ
ゾ
ン
学
会
な
ど
。

学
会
の
存
在
価
値
は
会
員
数
だ
け
で

云
々
は
出
来
な
い
が
現
に
会
員
数
が
増

え
て
い
る
か
減
っ
て
い
る
か
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
会
員
が
現
に
増
え
て
い

る
学
会
を
分
析
し
て
見
る
と
今
の
時
代

が
喫
緊
に
求
め
て
い
る
も
の
に
答
え
ら

れ
る
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
す
な
わ
ち
今
の
社
会
に
夢
を

与
え
る
役
立
つ
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
サ
イ
科
学
会

を
見
直
し
て
見
る
と
サ
イ
科
学
会
の
守

備
範
囲
に
は
今
の
社
会
で
あ
り
時
代
が

求
め
て
い
る
も
の
に
答
え
ら
れ
る
可
能

性
を
持
つ
も
の
が
幾
つ
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
い
わ
ゆ
る
超
常
現
象
等

の
解
明
、
今
の
科
学
的
と
い
わ
れ
る
捜

査
手
法
で
は
中
々
犯
人
に
辿
り
着
か
な

い
通
り
魔
的
事
件
の
解
決
、
病
気
の
治

療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
こ
れ
か
ら
益
々

重
要
性
が
増
す
予
防
医
学
分
野
、
さ
ら

に
画
期
的
な
省
エ
ネ
省
資
源
技
術
な
ど

が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
員
が
減
っ
て
い
る
の
は
学
会
や
学

会
活
動
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
?　

サ
イ
科
学
会
お

よ
び
会
員
は
も
っ
と
一
般
の
人
に
活
動

内
容
を
分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
努
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
?　

こ
の
よ

う
な
地
道
な
活
動
・
努
力
が
会
員
増
に

も
つ
な
が
り
ま
た
社
会
に
も
役
立
つ
基

に
な
る
と
考
え
る
。

学
会
の
使
命
と
し
て
は
真
理
の
探
究

と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
が
そ
れ
と

同
時
に
実
際
の
社
会
に
役
立
つ
と
い
う

こ
と
が
特
に
現
在
で
は
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
信
正

「
魂
の
究
明
と
向
上
の
た
め
に
」

近
年
、
私
た
ち
は
合
理
的
な
科
学
的

思
考
の
恩
恵
か
ら
便
利
さ
や
快
適
で
文

化
的
生
活
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
原
因
不
明

の
病
気
、
貧
富
の
拡
大
、
文
化
と
精
神

の
崩
壊
、
凶
悪
犯
罪
、
自
殺
な
ど
、
さ

ら
に
は
異
常
気
象
と
か
食
品
の
有
害
化

学
物
質
や
原
発
事
故
の
放
射
線
問
題

等
々
、
一
歩
間
違
え
ば
人
類
が
危
機
に

晒
さ
れ
る
深
刻
な
問
題
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
物
質
文
明
と
精
神
文
明
の
溝
を

埋
め
る
の
は
、
心
と
心
、
心
と
物
質
を

つ
な
ぐ
命
を
重
視
し
た
未
知
（psi

）
現

象
を
科
学
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を

人
類
に
貢
献
す
る
こ
と
が
「
日
本
サ
イ

科
学
会
」
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
思
い

ま
す
。

心
霊
現
象
に
惹
か
れ
て
約
50
年
。
私

は
現
役
時
に
テ
レ
ビ
で
「
霊
＝
恐
怖
」

と
い
う
図
式
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
世
の

中
に
流
し
た
事
へ
の
後
悔
か
ら
、
今
そ

の
払
拭
に
お
け
る
私
自
身
の
使
命
と
し

て
も
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
正
し
い
知
識
を
提
供
し
て
人
々
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
私
は
本
学
会
に
て
「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
す
。

「
霊
魂
＝
命
、
精
神
の
源
」
で
あ
り
、

魂
は
生
と
死
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
私

た
ち
は
い
ま
再
び
こ
の
世
に
生
か
さ
れ

て
、
い
ま
生
き
る
意
味
と
は
何
な
の
か
?

そ
の
課
題
を
解
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
関
心
が
あ
る
有

志
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
お
互
い
に

学
び
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。“
魂
の

向
上
”
に
目
覚
め
る
の
は
、
今
で
す
!

会
員
以
外
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
眞
野
　
博
英

今
般
、
栄
誉
あ
る
「
中
部
日
本
サ
イ

科
学
会
」
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
眞
野
博
英
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
よ
う
な
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
前
会
長
の
山
田
哲
三
先
生
、
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あ
た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
小
林
泰
樹
事
務
局
長
、
他
、
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
諸
兄
諸
姉

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
還
暦
ま
で
30
年
以
上
、
接
骨
院

を
通
し
て
、
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
還
暦
の
年
に
思
い
も
よ
ら
ず
、

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
66
歳
の
今
日
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
状
況

を
改
善
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
山
田
会
長
の
築
い
て
こ
ら

れ
た
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
を

受
け
継
い
で
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
一

員
と
し
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
共
に
明

る
い
未
来
の
た
め
に
努
力
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

新 

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
森
安
　
政
仁

「
九
州
会
を
受
け
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
」

こ
の
度
、
金
子
輝
夫
会
長
の
後
任
と

し
て
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

長
崎
の
森
安
政
仁
で
ご
ざ
い
ま
す
。

心
霊
の
世
界
に
出
会
っ
た
の
は
、
40

歳
の
時
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
正
直
、

霊
と
い
う
と
何
と
な
く
胡
散
臭
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
在

住
の
志
岐
先
生
（
故
人
）
と
い
う
方
が

全
国
か
ら
電
話
で
遠
隔
治
療
の
無
料
奉

仕
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
折
し

も
私
は
腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
身
体
の
不

調
の
た
め
伺
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
不

思
議
に
も
身
体
が
見
事
軽
く
な
り
、
目

に
見
え
な
い
力
（
サ
イ
現
象
）
の
不
思

議
な
働
き
に
驚
嘆
し
た
の
で
す
。

以
来
、
心
霊
の
世
界
に
目
覚
め
、
先

生
と
共
に
研
鑽
を
積
み
、
4
～
5
年
経

っ
て
か
ら
私
も
他
人
を
癒
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
実
践
活
動

と
研
究
を
兼
ね
て
、
全
国
か
ら
縁
あ
る

人
々
の
無
料
奉
仕
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
々
が
素
直
な
気
持
ち
で
、
感
謝
、
愛
、

奉
仕
と
い
っ
た
も
の
に
目
覚
め
る
と
、

心
身
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
事
実
で

す
。
中
で
も
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
い

ま
生
か
さ
れ
て
い
る
命
の
尊
さ
に
目
覚

め
、
先
祖
を
敬
い
、
父
母
に
孝
養
を
尽

く
し
、
家
庭
で
は
慈
し
み
の
心
を
育
て
、

社
会
で
は
人
間
関
係
の
調
和
を
は
か
る

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

33
年
間
学
ん
だ“
目
に
見
え
な
い
力
”

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
縁
あ
る
人
々
と
共

に
学
び
合
い
、
少
し
で
も
世
の
中
に
広

め
て
お
役
に
立
ち
た
い
と
決
心
、
九
州

会
を
引
き
受
け
た
次
第
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
5
月
本
部
例
会
報
告

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　
　
講
師
　
浪
平 

博
人 

氏

　

ロ
ザ
ノ
フ
の
暗
示
学
習
法
「
サ
ジ
ェ

ス
ト
ペ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
暗
示
に
よ
り
心
の
束

縛
を
取
り
、潜
在
能
力
を
自
由
に
す
る
。」

方
法
で
、
主
に
語
学
の
学
習
に
適
用
さ

れ
、
一
日
一
千
語
を
覚
え
さ
せ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で

は
関
英
男
先
生
が
「
加
速
学
習
法
」
と

し
て
、
東
海
大
学
で
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
感
性
に
重
き
を
置
く
右
脳
教

育
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
私
が
お
話
し
す
る
も
の
は
、
論

理
的
な
内
容
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
し

て
、
意
味
を
瞬
間
的
に
伝
達
す
る
こ
と

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
達
成
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

物
事
と
い
う
の
は
な
か
な
か
伝
え
に

く
い
の
で
す
が
、
伝
言
ゲ
ー
ム
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
一
人
か
ら
あ

る
内
容
を
、
例
え
ば
20
人
く
ら
い
順
番

に
小
さ
な
声
で
ひ
そ
ひ
そ
と
伝
え
る
ゲ

ー
ム
で
す
が
、
最
初
の
人
と
最
後
の
人

で
は
そ
の
内
容
が
と
ん
で
も
な
く
違
っ

て
い
る
、
ま
た
そ
こ
に
面
白
さ
を
見
い

だ
す
の
で
す
が
。

　

つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
高

校
生
が
「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
」の

歌
詞
を
「
う
さ
ぎ
美
味
し
か
の
山
」
と

と
っ
て
い
て
、「
な
ぜ
う
さ
ぎ
は
美
味

し
い
の
だ
ろ
う
? 

か
の
山
と
は
何
だ
ろ

う
?
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

　

も
っ
と
面
白
い
の
は
昔
の
話
で
す
が
、

教
育
勅
語
の
「
夫
婦
相
和
し
」
を
魚
屋

の
お
兄
さ
ん
が
「
ふ
う
ふ
は
い
わ
し
」

と
と
っ
て
い
て
、
天
皇
陛
下
は
我
々
に

ず
い
ぶ
ん
気
を
遣
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ

な
、
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

要
す
る
に
物
事
は
「
自
分
の
理
解
で

き
る
よ
う
に
理
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
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な
の
で
す
。
だ
か
ら
知
識
の
伝
達
に
お

い
て
は
客
観
性
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
、

形
式
的
に
な
り
、
手
順
に
分
解
し
た
り
、

抽
象
化
し
た
り
、
数
式
・
記
号
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
意
味

が
分
か
ら
な
い
、
何
の
こ
と
を
言
っ
て

る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
論
理
的
か
つ
複
雑
な
事
柄
の
伝

達
に
お
い
て
は
、
対
処
法
と
し
て
「
分

割
統
治
法
」
と
い
う
も
の
に
基
づ
い
て
、

①
全
体
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
割
し
、

②
部
分
を
説
明
す
る
。
部
分
自
体
に
高

い
理
解
を
要
求
さ
れ
る
も
の
は
沢
山
あ

り
ま
す
。
③
部
分
を
集
め
れ
ば
全
体
に

な
る
、
と
い
う
方
法
で
す
。

　

し
か
し
、
部
分
を
集
め
た
も
の
が
全

体
だ
ろ
う
か
? 

と
い
う
疑
問
が
出
て
き

ま
す
。
従
っ
て
実
感
と
し
て
は
“
生
き

た
全
体
”に
は
な
り
に
く
い
の
で
す
ね
。

「
分
か
る
と
は
何
か
?
」
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
、
数
学
者
の
岡
潔
先
生
は

「
理
解
の
内
容
に
は
度
合
い
が
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
、「
形
式
的
理
解
」
と「
情

緒
的
理
解
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
形
式
的
理
解
」
と
い
う
の
は
、
手
順
と

し
て
分
か
る
、「
情
緒
的
理
解
」
と
い
う

の
は
、
腑
に
落
ち
た
、
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
両
者
は
違
う
の
で
す
。

　

そ
の
上
に
「
ク
オ
リ
ア
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。「
ク
オ
リ
ア
」
と
は
震
え

る
よ
う
な
感
動
、
そ
れ
を
聞
い
た
だ
け

で
パ
ァ
ー
ッ
と
人
生
全
部
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
る
わ
け
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

意
味
と
は
何
か
、
と
い
う
の
を
考
え

て
み
ま
す
。
た
と
え
話
と
か
都
々
逸
は

な
ぜ
判
り
や
す
い
の
か
。「
百
合
の
よ
う

な
お
嬢
さ
ん
」「
竹
を
割
っ
た
よ
う
な

男
」
こ
の
表
現
は
日
本
人
に
は
判
り
ま

す
が
、
外
人
に
は
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

「 

こ
ぼ
れ
松
葉
を
あ
れ
見
や
し
ゃ
ん
せ

枯
れ
て
落
ち
て
も　

二
人
連
れ
」

夫
婦
は
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
ぞ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
日
本
人
な

ら
判
り
ま
す
。
そ
れ
は
背
景
が
よ
く
判

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
我
々
は
同
一
の

空
間
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
外

人
に
は
何
の
こ
と
か
判
ら
な
い
の
で
す
。

　

意
味
と
は
自
分
の
価
値
座
標
で
測
っ

た
値
で
す
。
座
標
軸
は
各
々
異
な
る
の

で
、
自
分
に
と
っ
て
の
意
味
は
人
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
伝
達
に
お

い
て
は
、
ま
ず
、
意
味
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、

細
部
の
手
順
を
伝
え
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ど
の
部
分
の
詳
細
か
関
連
が
判
る

わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
人
の
認
識
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
す
。

　

見
え
る
も
の
は
何
か
? 

一
人
一
人
の

も
つ
価
値
観
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。「
見
え
る
も
の
」
と
は
、
あ
る

実
体
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
人
の
価

値
平
面
で
切
り
取
る
断
面
で
す
。
そ
の

断
面
は
人
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
見

え
る
も
の
は
変
わ
る
の
で
す
が
、
み
な

真
実
な
の
で
す
。

　

従
っ
て
価
値
平
面
と
い
う
の
は
、
偏

見
の
塊
な
の
で
す
。
こ
こ
で
面
白
い
の

は
、
偏
見
は
そ
れ
を
強
め
る
よ
う
に
事

実
を
解
釈
す
る
の
で
す
。
実
は
ど
の
よ

う
に
し
て
、
自
分
の
凝
り
固
ま
っ
た
見

方
を
変
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
創

造
性
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　

現
代
の
教
育
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

普
遍
性
を
重
ん
じ
て
、
形
式
的
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

形
式
智
に
偏
る
わ
け
で
す
。
学
校
教
育

に
お
い
て
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
記
憶

す
る
こ
と
で
す
。
何
で
も
い
い
か
ら
、

こ
の
解
法
を
覚
え
ろ
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
特
に
日
本
は
根
本
を
思

索
す
る
と
い
う
伝
統
が
薄
い
か
ら
、
独

創
的
な
も
の
は
出
に
く
い
の
で
す
。
同

形
式
の
延
長
の
改
善
は
得
意
な
の
で
す
。

だ
か
ら
時
代
が
が
ら
っ
と
変
わ
り
、
形

式
が
大
幅
に
変
わ
る
と
、
大
損
を
す
る

わ
け
で
す
。

　

科
学
の
発
祥
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

真
理
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
が
ま
ま

で
は
な
く
、
何
か
美
し
い
原
理
が
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
捜
す
と

き
、
見
つ
か
る
の
で
す
。
一
神
教
と
し

て
の
神
の
存
在
を
前
提
に
、
美
し
い
も

の
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
す
。
合
理

性
を
仮
定
し
、
美
し
い
原
理
を
仮
定
し
、

○
○
と
は
何
か
? 

と
い
う
姿
勢
が
あ
っ

て
、
科
学
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
意
味
の
伝
達
の
新
し
い
工
夫

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
多
く
の

人
々
に
伝
え
る
こ
と
で
は
、
教
育
空
間

と
で
も
い
う
べ
き
、
意
味
の
共
有
と
い

う
こ
と
が
ま
ず
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
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せ
ん
。
多
様
な
解
釈
軸
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
発
信
方
法
に
冗
長
性
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
冗
長
度
が
高
い
も
の
は
何
か
? 

そ
れ
は
視
覚
で
す
。
な
ぜ
高
い
か
? 

窓

の
外
に
見
た
景
色
を
、
中
の
人
に
説
明

す
る
と
き
に
言
葉
で
は
な
か
な
か
伝
わ

り
ま
せ
ん
が
、
写
真
な
ら
パ
ッ
と
伝
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
I
T
技
術
が
ど
ん
ど
ん
発
展

し
て
い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
人
間

の
認
識
の
度
合
い
と
い
う
の
は
、
そ
の

時
代
に
使
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
ま

す
。
望
遠
鏡
の
な
い
時
代
は
ど
う
だ
っ

た
か
? 

そ
れ
は
目
で
見
る
し
か
な
い
の

で
す
が
、
ど
ん
な
に
目
の
い
い
人
で
も

あ
る
限
度
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
天
体
は
神
の
世
界
に
な

り
、
確
か
め
る
術
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
レ
ン
ズ
が
発
明
さ
れ
、
望

遠
鏡
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

判
っ
て
き
ま
し
た
。
太
陽
は
黒
点
が
あ

り
、
フ
レ
ア
も
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
認

識
と
は
違
う
、
近
い
星
、
遠
い
星
も
あ

る
し
、
無
限
の
彼
方
に
あ
る
星
も
あ
る

こ
と
を
知
り
、
初
め
て
無
限
と
い
う
も

の
が
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

あ
る
い
は
、
そ
の
後
蒸
気
機
関
が
発

明
さ
れ
、
人
間
の
認
識
が
変
わ
っ
て
き

て
、
自
然
と
い
う
も
の
は
征
服
し
う
る

も
の
だ
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
、
人
間
の
認
識
と
い

う
も
の
は
、
何
が
使
え
る
か
に
よ
っ
て

決
ま
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
は
I
T
技
術
で
す
。
あ
れ

は
化
け
物
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
ま

だ
I
T
の
使
い
方
と
い
う
の
は
単
純
に

し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
質
的
に
速

さ
や
メ
モ
リ
ー
と
い
う
も
の
し
か
使
っ

て
い
な
く
て
、
智
恵
を
入
れ
る
と
い
う

こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

そ
こ
に
非
常
に
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

さ
て
視
覚
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

　

量
的
特
徴
は
、
情
報
量
が
非
常
に
大

で
あ
る
。
質
的
特
徴
は
①
異
な
っ
た
も

の
の
中
に
統
一
的
な
も
の
を
見
る
、
統

一
的
な
も
の
を
見
る
と
い
う
の
は
、
意

味
を
見
る
、
②
図
の
中
に
、
規
則
性
、

シ
ン
メ
ト
リ
、
簡
単
な
要
素
を
見
る
、

③
複
雑
さ
の
中
に
単
純
さ
を
見
る
、

④
変
化
に
敏
感
、
強
度
の
二
次
導
関
数

を
感
知
す
る
→
境
界
を
察
知
す
る

　

下
図
は
、「
カ
ニ
ッ
ツ
ア
の
三
角
形
」

と
い
っ
て
、
マ
ッ
ハ
バ
ン
ド
：
境
界
に

一
つ
の
境
界
線
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
、

実
際
に
は
な
い
境
界
を
見
ま
す
。
→
上

向
き
三
角
形

　

左
図
は
多
数
の
（
x
、
y
デ
ー
タ
：

図
の
左
側
）
が
数
値
で
与
え
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
ら
の
点
を
座
標
軸
に
プ
ロ
ッ

ト
す
る
と
、
2
つ
の
群
に
分
か
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
パ
ッ
と
判
り
ま
す
。
数

値
だ
け
見
て
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
グ
ル

ー
プ
は
見
え
ま
せ
ん
。

「
目
は
意
味
を
探
す
」一
例
と
し
て
、

左
図
の
右
側
に
は
帽
子
姿
の
「
貴
婦
人

の
上
半
身
」
が
見
え
、
左
側
に
は
髭
を

は
や
し
た
「
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
の
顔
」
が

見
え
ま
す
。
最
初
に
見
え
な
く
て
も
、

一
旦
見
え
た
ら
、
そ
れ
以
外
に
は
見
え

な
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
方
法
論
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　

時
間
の
順
序
に
並
ん
だ
い
く
つ
か
の
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画
像
デ
ー
タ
を
見
た
だ
け
で
、
我
々
は

因
果
関
係
を
パ
ッ
と
取
り
出
し
て
、
中

の
意
味
を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
我
々
の
“
悟
性
“
と
い
う
も
の

が
や
る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
や
る

の
か
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
本

当
は
大
変
な
能
力
で
す
。

　

我
々
は
意
味
の
伝
達
を
中
心
に
し
た

教
育
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ま
ず
悟
性
の
活
用
を
し
よ
う
、
そ

れ
は
何
か
と
い
う
と
、
論
理
の
動
的
視

覚
化
を
行
う
、
そ
の
た
め
の
電
子
黒
板

な
ど
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
方
法
論
と
し
て
は
、

目 

的
：
論
理
的
内
容
の
本
質
を
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
学
ぶ
者
の
生
の
感
覚
（
ク

オ
リ
ア
）
に
直
接
伝
達
し
、
学
生
の

感
動
を
引
き
出
す
教
育
方
法

方 

法
：
論
理
的
内
容
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
た
動
的
な
視
覚
化
を
行
う

（
従
来
の
視
覚
化
は
、
結
果
の
視
覚

化
）

機 

能
：
意
味
の
瞬
間
伝
達
（
説
明
に
先

立
っ
て
、
概
念
の
共
有
）
と
疑
似
経

験
（
あ
の
場
合
、
こ
の
場
合
を
自
動

的
に
発
生
）
か
ら
、
創
造
的
発
展
に

対
応
可
能
に
す
る

　

論
理
と
は
何
か
と
い
う
と
、
あ
る
状

態
が
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
を
変
え
る
よ

う
な
駆
動
則
が
論
理
と
な
り
ま
す
。
初

期
状
態
か
ら
変
化
し
て
、
最
終
状
態
ま

で
、
論
理
を
す
べ
て
視
覚
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
非
常
に
面
白
い
わ
け

で
す
。

　

Education

（
引
き
出
す
）
の
実
現

　

身
近
な
話
題
か
ら
入
っ
て
、
そ
れ
ら

に
対
し
「
な
ぜ
?
」
と
い
う
疑
問
を
問

い
か
け
、
学
生
の
興
味
を
引
き
出
し
、

対
話
に
よ
り
「
な
ぜ
?
」
の
問
い
を
深

化
さ
せ
、
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ

り
、
解
答
を
考
え
さ
せ
、
討
議
に
よ
り

一
般
的
な
理
論
の
理
解
へ
至
ら
し
め
る

よ
う
な
教
育
の
工
夫
を
し
た
い
。
こ
れ

を
、
分
野
ご
と
に
作
り
上
げ
る

　

こ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ
る
か
?

　

不
可
能
が
可
能
と
な
り
、
効
率
が
桁

外
れ
と
な
り
、
教
育
技
術
が
ソ
フ
ト
の

中
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
、
伝
承
可
能

と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
数
理
的
な
対
象

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
の
で
、
タ
イ
ト
ル
を

そ
の
国
の
言
葉
に
翻
訳
す
れ
ば
、
ソ
フ

ト
は
そ
の
ま
ま
世
界
で
使
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
今
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
!

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
多
数
の
教

材
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
話
の
通

り
文
字
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

日
本
サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/
ト
ッ
プ
頁
に
あ
る
「
浪
平
博
人
氏　

動

画
集
」
の
リ
ン
ク
か
ら
、Y

ouT
ube

の

動
画
を
ご
視
聴
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

今
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　
講
師
　
土
橋
　
重
隆 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
3
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

土
橋
重
隆
氏
は
外
科
医
・
医
学
博
士

1
9
5
2
年
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
1
�9�

7
8
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
卒
業
。

1
9
8
1
年
西
日
本
で
最
初
の
食
道
静

脈
瘤
内
視
鏡
的
栓
塞
療
法
を
手
が
け
、

そ
の
後
2
0
0
0
例
の
食
道
静
脈
瘤
症

例
に
内
視
鏡
的
治
療
を
施
行
す
る
。

1
9
9
1
年
、
和
歌
山
県
で
最
初
の

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
手
術
を
行
う
。
2�

0
0
0
年
、
帯
津
三
敬
病
院
に
て
終
末

医
療
を
経
験
、
現
在
は
三
多
摩
医
療
生

協
・
国
分
寺
診
療
所
で
外
来
診
療
を
行

っ
て
い
る
。
ガ
ン
や
生
活
習
慣
病
に
は

「
治
療
の
主
役
は
医
者
で
は
な
く
患
者
さ

ん
と
説
き
、
全
国
各
地
で
講
演
を
展
開
。

著
書
に『
ガ
ン
を
作
る
心　

治
す
心
』

（
主
婦
と
生
活
社
）『
ガ
ン
を
超
え
る
生

き
方
』（
徳
間
書
店
）『
突
き
抜
け
る
生

き
方
』（
あ
う
ん
／
藤
原
直
哉
氏
と
の

●❾ ●



共
著
）、『
50
歳
を
超
え
て
ガ
ン
に
な
ら

な
い
生
き
方
』（
講
談
社
）、
玄
侑
宗
久

氏
と
共
著『
生
き
る
。
死
ぬ
。』（
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
な
ど
多
数
。

な
ぜ
病
気
に
な
る
の
か
?
病
気
の
本

質
と
は
何
か
、
生
き
る
と
は
何
か
。
自

分
の
体
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
の
が
ガ
ン
で
あ
る
。
自

分
を
酷
使
し
た
生
き
方
を
変
え
る
と
末

期
で
あ
っ
て
も
治
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
治
る
も
の
は
少
し
後
押
し
す
れ

ば
治
っ
て
い
く
。
病
気
は
そ
の
「
意
味

と
関
係
」
を
我
々
に
伝
え
る
た
め
に
現

れ
た
も
の
。
そ
の
役
割
と
は
・
・
・
・
。

健
康
に
つ
い
て
考
え
た
い

サ
イ
科
学
会
で
は
生
前
の
関
先
生
に

話
を
聞
い
て
お
り
、
サ
イ
科
学
会
と
は

長
い
つ
き
あ
い
で
あ
る
。

私
は
外
科
医
で
先
端
的
な
手
術
を
専

門
に
行
っ
て
い
た
。
今
の
医
者
は
数
値

と
画
像
が
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う

い
う
や
り
方
を
し
て
い
る
う
ち
に
病
気

と
は
何
か
、
治
ら
な
い
人
は
な
ぜ
か
と

疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
医
学
は
た
ま
た
ま
病
気
に
な

っ
た
か
ら
そ
の
病
気
を
排
除
す
る
と
い

う
も
の
で
、
何
故
病
気
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
考
え
方
は
な
い
。

私
は
こ
の
問
題
を
追
究
す
る
た
め
、

統
合
医
療
を
行
っ
て
い
る
関
東
の
病
院

へ
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
病
院
で
も
病

気
は
殆
ど
治
ら
な
い
。
病
気
に
苦
し
ん

で
い
る
患
者
は
「
家
庭
の
医
学
」
な
ど

を
読
ん
で
病
院
へ
く
る
の
だ
が
、
結
果

は
苦
し
ん
で
死
ん
で
い
く
。

今
の
病
院
で
は
疑
問
を
持
っ
て
は
い

け
な
い
。
何
故
か
と
考
え
て
は
駄
目
。

病
院
で
は
診
断
さ
れ
、
病
名
が
つ
い

た
ら
対
症
療
法
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
現
代
医
学
は
、
原
因
を
取
り
除

く
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
な

い
。病

気
と
い
う
起
き
た
事
実
が
問
題
で

あ
っ
て
そ
の
原
因
を
ま
っ
た
く
無
視
し

て
い
る
。

実
際
は
病
気
に
な
っ
て
も
治
る
人
は

治
る
。
治
ら
な
い
人
は
治
ら
な
い
。
あ

る
患
者
の
話
。
同
居
人
と
の
関
係
で
潰

瘍
に
な
っ
た
。
や
が
て
考
え
方
が
変
わ

り
、
目
の
色
が
変
わ
っ
て
元
気
に
な
っ

た
。抗

が
ん
剤
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

使
い
方
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
手
術
す

る
前
に
抗
ガ
ン
剤
を
使
っ
て
、
小
さ
く

し
て
か
ら
取
り
ま
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

次
は
、
手
術
し
て
取
っ
た
け
れ
ど
も
、

ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

画
像
も
数
値
も
問
題
な
い
け
れ
ど
、
予

防
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
。

三
つ
目
が
問
題
で
、
手
術
で
き
な
い
、

手
術
し
て
も
再
発
し
て
ど
う
に
も
で
き

な
い
と
い
う
患
者
さ
ん
に
、
抗
ガ
ン
剤

を
使
お
う
と
い
う
も
の
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

医
者
は
身
内
で
は
な
く
他
人
だ
か
ら

薬
が
出
せ
る

国
民
保
険
は
実
は
国
民
の
た
め
の
も

の
で
は
な
い
。
国
家
資
格
と
は
厚
労
省

の
下
請
け
、
こ
れ
は
山
分
け
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

「
こ
れ
が
基
本
で
あ
る
」
と
厚
労
省

が
決
め
て
お
り
、
こ
れ
し
か
出
来
な
い
。

こ
れ
以
外
の
方
法
を
行
う
と
医
師
の
資

格
を
は
く
奪
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
平
均
値
の
治
療
し
か

で
き
ず
、
こ
れ
で
は
病
気
は
治
ら
な
い
。

本
来
病
気
は
長
生
き
す
る
た
め
に
あ

る
。
何
事
も
長
所
半
分
で
あ
る
。
つ
ま

り
病
気
は
視
点
を
変
え
れ
ば
幸
運
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
今
の
医
者
は
国

民
皆
保
険
に
よ
り
治
し
て
い
る
か
ら
そ

の
よ
う
な
観
点
が
な
い
。

実
は
病
気
は
必
然
的
に
な
る
の
で
あ

る
。例

え
ば
、
お
か
し
な
も
の
を
食
べ
て

下
痢
と
い
う
病
気
に
な
り
そ
し
て
正
常

に
戻
る
。

ま
た
風
邪
を
ひ
い
て
熱
を
出
し
、
こ

れ
に
よ
り
正
常
に
な
る
。

病
気
に
心
当
た
り
の
あ
る
人
な
い
人

が
い
る
が
必
ず
原
因
が
あ
る
。

乳
ガ
ン
に
な
っ
た
人
の
場
合
、
医
学

的
に
は
病
気
（
ガ
ン
）
が
見
つ
か
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
手
術
、

放
射
線
、
抗
が
ん
剤
と
進
ん
で
い
く
。

実
際
は
治
る
人
は
治
り
、
治
ら
な
い
人

は
治
ら
な
い
の
だ
が
。

関
東
の
病
院
に
行
っ
た
と
き
乳
が
ん

の
患
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
情
報
に
あ

ふ
れ
て
お
り
訳
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
患
者
た
ち
か
ら
生

活
歴
を
聞
い
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
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に
ヒ
ン
ト
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は
右
か

左
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
原

因
が
見
え
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
環
境
、
食
べ
物
に
も
原
因

が
あ
る
。
ま
た
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

場
合
も
原
因
が
あ
る
。

乳
ガ
ン
の
場
合
、
右
の
乳
ガ
ン
の
人

は
夫
婦
仲
が
悪
い
と
か
親
と
の
関
係
で

心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
の
あ
る
人
が
多
い
。

一
方
左
の
乳
ガ
ン
の
人
は
。
人
の
依
頼

に
従
う
タ
イ
プ
で
親
の
介
護
な
ど
で
肉

体
的
に
過
剰
な
負
担
を
抱
え
た
人
が
多

い
。こ

れ
を
避
け
る
に
は
生
活
を
変
え
れ

ば
よ
い
。
こ
れ
ま
で
、
不
自
然
な
生
活

を
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
れ
ば
よ
い
。

病
気
に
な
る
こ
と
は
実
は
そ
の
人
の
病

歴
、
生
活
史
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。健

康
だ
け
が
大
事
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

病
気
を
し
な
が
ら
さ
ら
に
健
康
に
な
っ

て
い
く
。
一
般
的
に
は
、
病
気
を
敵
対

視
し
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
、
闘
病
す

る
と
い
っ
た
形
で
と
ら
え
る
こ
と
が
多

い
が
、
生
命
の
視
点
で
考
え
る
と
、
そ

ち
ら
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

ガ
ン
に
な
る
臓
器
と
そ
の
人
の
性
格

や
生
き
方
は
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。胃

ガ
ン
の
人
は
、
と
に
か
く
生
真
面

目
で
あ
る
。
私
が
診
て
き
た
の
は
ガ
ン

の
患
者
さ
ん
が
中
心
で
あ
る
が
、
胃
、

十
二
指
腸
を
病
む
方
と
い
う
の
は
、
何

事
も
真
面
目
で
、
言
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
平
均
以
上
に
真
面
目
に
取
り
組

む
。
そ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま

う
。
肺
ガ
ン
の
人
は
、
病
気
を
怖
れ
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
が

免
疫
力
を
落
と
し
て
、
ガ
タ
ガ
タ
に
な

り
や
す
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
予
防

接
種
は
す
す
め
ら
れ
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
（
N
H
K
、
新
聞
等
）
が

言
っ
て
い
る
こ
と
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

ガ
ン
に
な
る
人
は
真
面
目
で
常
識
的

な
人
、
皆
と
同
じ
ル
ー
ル
の
人
で
社
会

的
に
結
果
を
残
し
た
人
に
多
い
。

食
事
療
法
と
か
○
○
療
法
で
は
治
ら

な
い
。
療
法
で
は
な
く
自
分
の
生
活
史

の
方
を
治
す
こ
と
で
あ
る
。
お
金
の
あ

る
人
が
そ
の
よ
う
な
療
法
に
拘
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
そ
の
う
ち
療
法
に
こ
だ

わ
っ
て
自
分
の
金
が
な
く
な
っ
て
治
す

努
力
を
や
め
た
ら
治
っ
て
い
く
。

病
気
は
自
分
自
身
も
周
囲
の
人
も
よ

く
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
ガ
ン
に

な
る
こ
と
で
学
べ
る
。
ガ
ン
に
は
力
が

あ
る
。
家
族
が
集
ま
る
と
か
。

ガ
ン
は
自
分
の
過
去
で
あ
る
。
人
は

因
果
律
で
生
き
て
い
る
。
過
去
を
断
ち

切
れ
ば
自
由
律
で
あ
る
。
ガ
ン
は
（
死

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
病
気
は
）

生
き
方
を
変
え
な
さ
い
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
。

病
気
は
日
常
生
活
か
ら
発
生
す
る
。

非
常
識
、
非
日
常
に
な
る
と
ガ
ン
で
あ

る
必
然
性
が
な
く
な
る
。

私
は
自
在
な
自
我
を
持
つ
医
師
に
な

り
た
い
。
皆
と
同
じ
で
は
天
分
を
生
か

す
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
時
代
に
合
う
能
力

が
あ
る
筈
で
あ
る
。

薬
は
病
状
を
抑
え
る
だ
け
の
も
の
で

治
す
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
医
学
は

修
理
と
管
理
を
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
治
療
と
言
っ
て
い
る
。
病
気
は

必
然
で
数
字
や
画
像
に
は
現
れ
な
い
意

味
と
価
値
が
あ
る
。
早
期
診
断
、
早
期

治
療
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
病
人
を

つ
く
る
だ
け
で
あ
る
。

一
度
「
こ
の
風
邪
に
は
ど
ん
な
意
味

と
価
値
が
あ
る
の
か
」
と
考
え
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

西
洋
医
学
も
代
替
医
療
も
意
味
と
価

値
を
認
め
な
い
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

す
べ
て
に
意
味
と
価
値
が
あ
る
の
だ
。

こ
れ
が
分
か
れ
ば
生
き
て
い
る
価
値
が

見
え
て
く
る
。

病
気
が
存
在
し
て
い
る
の
は
必
然
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
我
々
（
日
本
人
）
に
は
哲
学
が
な

い
。
幹
、
枝
が
な
く
て
情
報
の
葉
っ
ぱ

の
み
。
そ
う
い
う
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。
葉
っ
ぱ
だ
け
見
て
い
て
は
、
病
気

の
場
合
も
問
題
は
解
決
し
な
い
。

今
日
の
話
は
枝
と
幹
の
話
で
あ
る
。

病
気
は
治
そ
う
と
し
て
も
治
せ
な
い
。

治
る
も
の
は
少
し
後
押
し
し
て
あ
げ
れ

ば
治
っ
て
い
く
。
病
気
は
そ
の
「
意
味

と
関
係
」
を
我
々
に
伝
え
る
た
め
に
必

然
的
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役

割
が
終
わ
れ
ば
消
え
て
い
く
も
の
な
の

だ
。善

悪
、
浄
穢
、
正
邪
、
真
偽
…
…
こ

れ
ら
の
対
立
す
る
概
念
が
こ
だ
わ
り
を

生
じ
さ
せ
、
我
々
に
苦
の
世
界
を
体
験

さ
せ
る
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
が
味
わ
っ

て
い
る
常
識
の
世
界
だ
。
常
識
的
な
人

は
分
別
の
あ
る
人
、
立
派
な
人
と
み
な

さ
れ
る
が
、
つ
ね
に
何
か
と
戦
っ
て
い

る
。「

こ
れ
で
い
い
」
と
い
う
答
え
が
見

い
だ
せ
な
い
ま
ま
、
た
え
ず
葛
藤
し
て

●� ●



い
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
無
分
別
は
時
と
し
て

解
決
で
き
な
い
問
題
を
も
解
決
に
導
く
。

こ
の
無
分
別
こ
そ
「
不
二
」
の
世
界
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
不
二
は
、
今
日
の
よ

う
な
出
口
の
見
え
な
い
暗
闇
の
社
会
を

新
し
い
明
る
い
社
会
に
変
え
て
い
く
キ

ー
ワ
ー
ド
に
違
い
な
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ガ
ン
・
病
気
な
ど
悪
と
み
な
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
意
味
と
価
値
が
あ
る
と

い
う
。
我
々
は
も
の
の
見
方
を
根
本
か

ら
見
直
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
に
達
し
た
時
こ
そ
病
の
な
い
世

界
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
23
名
、
合
計
37
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0

0
円
（
送
料
込
み
）
で
す
。

事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4

2
5
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
4
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

〇
小
林
信
正
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
は
哲
学
、
心
理
学
専
攻
。
T�

V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に
携
わ

る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制
作
会
社
の

代
表
取
締
役
と
し
て
放
送
番
組
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
制
作
。
大
学
や
企
業

研
修
の
講
師
な
ど
を
務
め
る
。
そ
の
傍

ら
特
異
能
力
研
究
所
を
主
宰
し
て
意
識

と
サ
イ
の
研
究
を
行
う
。
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。
前
（
財
）
日
本
心
霊
科
学

協
会
常
任
理
事
。
新
著
に
神
社
仏
閣
50

選
「
ご
利
益
さ
ま
」
が
あ
る
。

霊
感
と
は
、
霊
的
な
モ
ノ
を
受
動
的

に
感
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
こ
と
を
指
す
の
に
対
し
て
、

霊
能
力
は
霊
的
な
モ
ノ
を
自
発
的
に
感

知
し
、
そ
の
事
柄
は
何
で
あ
る
か
を
解

釈
で
き
る
能
力
を
言
い
ま
す
。
通
常
の

人
間
で
は
知
り
え
な
い
事
柄
を
見
た
り
、

聴
い
た
り
、
霊
言
し
た
り
、
除
霊
、
浄

霊
、
心
霊
的
治
療
能
力
を
行
使
す
る
者

を
総
称
し
て
霊
能
者
と
か
霊
能
力
者
と

い
い
ま
す
が
、
霊
能
師
、
浄
霊
師
と
か

チ
ャ
ネ
ラ
ー
な
ど
と
い
う
呼
び
方
も
あ

り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

小
林
氏
は
1
9
6
0
年
頃
か
ら
、
こ

れ
ら
の
霊
的
能
力
に
興
味
を
抱
き
、
現

在
ま
で
に
国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
の
霊

感
、
霊
能
力
者
と
称
す
る
人
た
ち
約
3�

2
0
人
余
り
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
霊
視
や
除
霊
な
ど

の
実
験
検
証
、
さ
ら
に
は
海
外
の
能
力

開
発
研
究
所
や
心
霊
治
療
の
養
成
機
関

な
ど
の
取
材
や
霊
能
力
者
の
脳
内
の「
光

ト
ポ
グ
ラ
フ
」
に
よ
る
血
流
活
動
の
比

較
測
定
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
映
像
を
試
写
し
な
が
ら
、
霊
能
力
者

の
実
態
と
能
力
開
発
法
及
び
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
研
究
の
一
端
を
お
話
し
し
て
頂

き
ま
し
た
。

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

Ⅰ　

霊
感
・
霊
能
力
・
霊
媒
と
は

Ⅱ　

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

Ⅲ　

霊
能
力
者
列
伝

Ⅳ　

心
霊
現
象
と
心
霊
能
力

Ⅴ　

霊
能
力
の
発
現
に
つ
い
て

Ⅵ　

霊
能
力
開
発
法

Ⅶ　

霊
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

Ⅷ　

霊
能
力
者
の
資
質

Ⅸ　

悪
徳
霊
能
力
者
の
見
分
け
方

Ⅹ　

預
言
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

意
識
の
主
体
は

［ 

唯
物
論
］　

脳
神
経
科
学　

脳　

意

識
を
生
み
出
す　

心

［ 

唯
心
的
二
元
論
］
哲
学
、
宗
教
、
心

霊　

脳
は
魂
が
身
体
運
動
す
る
た
め

の
媒
介
装
置　

霊
魂
～
不
死
～
輪
廻

転
生

［ 

普
遍
的
唯
心
論
］　

量
子
力
学
の
素

粒
子
論　

宇
宙
意
識
～
素
粒
子

● �●
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霊
魂
と
は

霊
（
れ
い
、
た
ま
）
は
、
す
ぐ
れ
て

神
妙
な
も
の
、
神
、
こ
こ
ろ

魂
（
こ
ん
、
た
ま
し
い
）
精
神
を
つ

か
さ
ど
る
精
気

Ⅰ　

霊
感
・
霊
能
・
霊
媒

天
才
と
霊
感

詩
人
・
文
学
者
／
石
川
啄
木
、
宮
沢
賢

治
、
夏
目
漱
石
、
土
井
晩
翠
、
芥
川
龍

之
介
、
太
宰
治
、
川
端
康
成
、
三
島
由

紀
夫
、
ゲ
ー
テ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
コ
ナ

ン
ド
イ
ル

発
明
家
／
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

音
楽
家
／
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ョ
パ
ン
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ画
家
／
ゴ
ッ
ホ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
セ
ザ

ン
ヌ
、
ミ
レ
ー

学
者
／
湯
川
秀
樹
、
岡
潔
、
デ
カ
ル
ト
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、

霊
感
／
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ

Ⅱ　

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

霊
能
力
者
の
タ
イ
プ

Ⅲ　

日
本
の
霊
能
力
者
列
伝

卑
弥
呼
、
役
小
角
、
空
海
、
安
倍
清

明
、
日
蓮
、
祐
天
、
中
山
み
き
、
出
口

な
お
、
出
口
王
仁
三
郎
、
長
南
年
恵
、

御
船
千
鶴
子
、
長
尾
郁
子
、
三
田
光
一
、

亀
井
三
郎
、
小
谷
喜
美
、

Ⅳ　

心
霊
現
象
と
心
霊
能
力
と
は

霊
能
力

（
1
）
精
神
的
心
霊
現
象

霊
能
力
、
霊
視
、
霊
言
、
人
体
透
視
、

心
霊
鑑
定
、
降
霊
会

（
2
）
物
理
的
心
霊
現
象

物
品
出
現
、
物
品
引
き
寄
せ
、
物
質

化
霊
、
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム
と
は
、
自
動

書
記
、
死
者
の
肖
像
画
、
自
動
描
画
、

霊
界
の
画
家
が
描
か
せ
た
と
い
う
絵
画
、

自
動
演
奏
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
霊
媒
師
、

オ
ー
ブ
は
霊
魂
?　

オ
ー
ブ
の
変
形
?

鏡
視　

臨
死
体
験
の
研
究
者
レ
イ
モ
ン

ド
・
ム
ー
デ
ィ
博
士
が
行
っ
た
研
究
で

実
験
で
は
、
か
な
り
の
確
率
で
個
人
と

再
会
し
た
と
い
う
。

実
験
方
法
は
六
畳
ほ
ど
の
部
屋
に
四

方
を
暗
幕
で
囲
い
、
正
面
の
壁
に
縦

1
・
2
m
×
横
1
m
の
鏡
を
設
置
し
、

そ
の
鏡
の
前
に
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
チ

ェ
ア
ー
を
用
意
、
背
後
に
15
W
の
電
球

を
置
く
。
そ
の
チ
ェ
ア
に
横
た
わ
り
故

人
の
思
い
出
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
鏡
の
奥
を
見
つ
め
る
（
図
1
参
照
）。

（
3
）
心
霊
治
療

直
接
治
療
・
遠
隔
治
療
、
イ
ギ
リ
ス

の
心
霊
治
療
、
ヒ
ー
リ
ン
グ

憑
依
現
象
、
除
霊
、
浄
霊
、
加
持
祈

祷
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
心
霊
手
術

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
特
異
能
力
者

　

ジ
ョ
ン　

オ
ブ　

ゴ
ッ
ド

過
去
世
療
法
、
転
生
し
た
勝
五
郎
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
転
生

日
本
に
馴
染
み
の
食
文
化　

日
本
文

化
の
源
流

光
と
の
遭
遇
、
体
外
離
脱
現
象
（
O�

B
E
）、
霊
界
テ
レ
ビ
映
像

Ⅴ　

霊
能
力
の
発
現
に
つ
い
て

（
Ⅰ
）
先
天
的
能
力
、（
Ⅱ
）
後
天
的
能

力
、（
Ⅲ
）
自
発
的
体
得

宗
教
的
修
法
・
行
法

Ⅵ　

霊
能
力
開
発
法

能
力
発
現
法  

サ
イ
コ
サ
イ
バ
ネ
テ

ィ
ク
ス
、
サ
ジ
ェ
ス
ト
ロ
ジ
ー

サ
イ
コ
・
オ
リ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー

応
用
科
学
と
し
て

　

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ソ
ー
ド

　

応
用
編
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

科
学
的
方
法
論
と
は

Ⅶ　

霊
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

一
般
者
と
霊
能
力
者
の
脳
内
比
較

　

第
3
の
目

　

A
10
神
経

Ⅷ　

霊
能
力
者
の
資
質

　

霊
能
相
談
の
心
得

　

霊
能
力
者
も
得
意
不
得
意
の
分
野
も

あ
る
。

　

霊
能
者
は
当
て
物
で
は
な
い

　

霊
格
の
高
低
レ
ベ
ル
が
重
要

Ⅸ　

悪
徳
霊
能
者
の
見
分
け
方

　

魂
の
向
上
を
説
き
、
感
謝
、
謙
虚
、

寛
容
、
無
償
の
愛
あ
る
人
物

優
れ
た
心
霊
鑑
定
で
は

因
果
の
法
則

「
シ
ル
バ
ー
バ
ー
チ
の
霊
言
集
」
の
遺

訓「
語
り
か
け
る
霊
が
い
か
な
る
高
級

霊
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
語
る
内
容
に
反

発
を
感
じ
霊
性
が
納
得
し
な
い
時
は
、

か
ま
わ
ず
拒
絶
す
る
が
よ
ろ
し
い
。

人
間
に
は
自
由
意
志
が
与
え
ら
れ
て

お
り
、
自
由
な
選
択
が
許
さ
れ
て
い
ま

す
。」

Ⅹ　

地
震
予
知
に
つ
い
て

（「
あ
る
超
能
力
者
に
よ
る
と
、
地
震

発
生
の
予
測
の
時
期
は
、
2
0
1
5
年



1
月
～
4
月
頃
、
伊
豆
半
島
の
南
方
の

ト
ラ
フ
付
近
が
震
源
地
で
、
東
海
地
方

で
は
大
き
な
地
震
が
起
き
、
そ
れ
が
東

南
海
地
震
へ
と
連
鎖
を
引
き
起
こ
し
、

近
畿
、
四
国
、
九
州
の
海
岸
な
ど
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と

の
こ
と（
図
2
参
照
）。

名
言
1

考
え
か
た
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
性
格
が
変
わ
る

性
格
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
か
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る

名
言
2

人
生
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
達
成
し

た
か
よ
り
、
ど
れ
だ
け
の
人
に
役
に
立

っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
た
か
が
重
要
で
す
。

あ
な
た
が
ど
れ
だ
け
大
き
な
夢
を
持

っ
て
い
る
か
よ
り
、
ど
れ
だ
け
笑
顔
が

輝
い
て
い
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

サ
イ
科
学
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
洋

の
東
西
の
人
物
、
種
々
の
現
象
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
頂
き
、
関
連

す
る
こ
と
の
膨
大
さ
を
改
め
て
認
識
し

た
。そ

し
て
、
大
事
な
こ
と
は
自
分
自
身

よ
り
も
多
く
の
人
に
役
に
立
ち
、
感
動

を
与
え
る
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

鏡
視
に
つ
い
て
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー

デ
ィ
博
士
の
実
験
で
は
3
0
0
名
中
約

半
数
が
死
者
と
再
会
し
た
と
い
う
。

小
林
氏
の
心
霊
現
象
研
究
会
で
の
実

験
で
は
28
名
中
11
名
に
人
物
ら
し
き

も
の
と
の
再
会
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
（
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル2014.5.6 

N
o.415 P

16

参
照
）。
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
で
も
実
験
を
検
討
中
で
あ
る

地
震
に
つ
い
て
特
に
関
西
在
住
の
者
と

し
て
は
気
に
な
る
予
言
で
あ
り
、
と
に

か
く
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
18
名
、
非
会

員
26
名
、
合
計
44
名
で
あ
っ
た
。

講
演
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0

0
円
（
送
料
込
み
）
で
す
。

事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4

2
5
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
11
本
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御

注
文
願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

● �●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）
※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。
※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX、
電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い
ます。

<お問い合わせ>
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 
氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

　

新
病
気
学
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
 A 

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）
※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。
※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX、
電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い
ます。

<お問い合わせ>
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



コボコ状のオーブが写されている。つまり、「フ
ラッシュ光禁止」、なのに、効果が継続して、
オーブが写されている。しかも、それぞれの
オーブは成長している様に見える（省略）。

以上は、見方を変えると、「スプレー水」噴
射によりキリ（モヤ）が生じ、これが消える頃
にオーブが発生し、次第に変化・成長する、
この傾向は継続しているらしい、が記録され
ていると考えることが出来よう。
（B）カシオZ-2000（1610万画素数）を用いて

上の（A）と同一の実験を行った。初めは「フ
ラッシュ光有り」、「スプレー水無し」である。
結果を見る。最初の3枚には、ニコンの場合
と同様に、何も写らなかった（写真添付せず）。
次の（一例としての）3枚中の2枚、No.0774と
No.0775は「スプレー水有り」「強制フラッシュ
光有り」である。No.0774を見る。キリ（モヤ）
の中に、混ざって、大小のオーブが写ってい
る。No.0775には、それらが成長したと思える
様な中、大径のオーブ（核、叉は穴有り）が、
全面に、写されている。最後は「スプレー水
有り」、「強制フラッシュ光無し」である。一例
としての3枚には、最初の3枚の場合と同様
に、何も写っていない。つまり高画素数のカシ
オの場合には、「フラッシュ光無し」の場合に
は、「スプレー水有り」の条件でも写らない事
が判った（省略）。

8．オーブのカオス解析
オーブ内部の平面的並びに立体的な濃度変

化を調べている。一例としてNo.774とNo.775
を見る（省略）。同一テスト条件で、約6～10
秒後に写されているが、結果は別の値が得ら
れた。フラクタル次元Dは、前者が2.42（4個
の山）後者が2.38（1個の山）である。これらの
実験結果には、素粒子の性質（非局所、ランダ
ム等）が表れている考えられる。

9．纏めと検討･考察              
（1）オーブがすぐ傍まで来ていても、高画

素数カメラ（1610万画素数）では認知出来ない
（写らない）場合がある。しかし低画素数カメ
ラ（220万画素数）には写る傾向が有る。（2）小
雨の降りはじめやスプレー噴霧水があると、出
現しやすい。水の蒸発はオーブの誘発になっ
ていると考えられる。しかしオーブと水滴と
は異なる。（3）近赤外線燈の光ではなくて、カ
メラからインパクト的に放射される光により、
オーブは出現してくる。これより、原子内電
子の量子飛躍時の緩和エネルギー（近赤外線
光）がオーブ形成に必要になる、と判断できる。

（4）オーブの円内の模様（表情）を知る為に、カ
オス解析（濃度分布）を試みた。結果には、素
粒子の性質が色濃く表れていることが判った。

● �●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）
※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。
※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX、
電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い
ます。

<お問い合わせ>
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



撮影された写真No.1883（通常に得られる）を
示す（省略）。オーブは円形であり、円の内側
に沢山の小点状の凹凸を含み、ヘイロー（halo）
の小さな、やや金属的な輝きを持つオーブ（た
まゆら）が写っている。

4．小雨の降り始め
画素数が多いカメラは、オーブ（たまゆら）

は写り難いが、詳細（円内の表情等）が判断し
易い傾向がある。つまり、小雨の影響を調べる
のに便利なので、画素数の多いカシオZ-2000

（1610万画素数）を用いた。測定は2014年5月
15日（木）、夜、小雨の降り始め、オーブが写
りやすい福島市飯坂温泉駅付近の橋。最初に、
6～10秒間隔で、毎回「フラッシュ光ON」で、
5回テストした。一例としてのNo.0756を示す

（省略）。橋の上に、乳白色発光状で中円径、
円周外側にヘイロー（halo）を伴い、円内部に
表情を持つオーブが一個、他に、微小な点状
の水滴群が写されている。No.0761は（橋の下
に）、No.0756とほぼ同様のオーブと水滴が写っ
ている（省略）。

次に「フラッシュ光OFF」で5回テストした。
結果をみると、5枚とも、オーブは全く写って
いない。画素数の多いカメラでは、小雨でフ
ラッシュ光が無い場合には、全く写らない場
合がある。

5．スプレー噴霧（キリ）放射
「ハンド・スプレー」を用いて水（キリ、噴霧）

を放射すると、キリが消える頃に、オーブが
写りやすい（共同研究者、川崎利男）ので、こ
れをK式スプレー法と仮称して、実験を行う。
実験結果は本稿の実験の様々の場面で記述し
てある。結論としてオーブ撮影には、ハンド・
スプレーを用いて水（キリ、噴霧）を放射する
方法が良いと言える。

6．「近赤外線燈照射」の有無
オーブ（たまゆら）は近赤外線域にいるの

で、近赤外線ランプを照射して、その効果･意
味合を調べる。上記と同じ理由（表情を調べ

る）から、カシオ・カメラ（1610万画素）を用い
た。場所はオーブの出やすい福島市実験室西
側空き地。上記と同様に、「晴れ」で「夜間」に
テストを実施した。2014年5月1日（木）、「フ
ラッシュ光禁止」、「近赤外線燈照射」、「スプ
レー水有り」で4枚撮影した。4枚ともキリ（モ
ヤ）が写っている。この一例をNo.0727に示す

（省略）。図の左上にスプレーが写り、中央に
「モヤ」がでている。オーブが出現しないので、
念の為に、2014年5月5日（月）、再度、同様に、
4枚のテストを実施した。しかし4枚とも、「モ
ヤ」は出ているが、オーブは写らなかった。単
なる近赤外線照射では、オーブが出現しにく
い事が判った。

7．カメラの画素数の差異
カメラの画素数と「スプレー水効果」を調べ

た。オーブの出やすい福島市実験室西側空き
地、2014年5月22日（木）、晴れ、時間は19:40
～20 :30。
（A）ニコンE-2200（220万画素数）を用い

て、約6～10秒間隔で、一枚毎に「強制フラッ
シュ光」撮影を試みた。最初は「スプレー水無
し」、で3枚撮影し、ひき続き「スプレー水有
り」で3枚撮影。最後の3枚は「フラッシュ光
禁止」、「スプレー水有り」である。結果をみる
と、最初の3枚（スプレー水無し）はオーブら
しいものは、何も写っていなかった（写真添付
せず）。次の3枚は「スプレー水有り」であるが、
これにはキリ（水滴）とオーブらしい混合画像
が写っているが、全体としては、「ぼけ状写真」
である。この一例をNo.1930、No.1932に示し
た（省略）。No.1930を見る。画面の右上にスプ
レーのボトルが映り、画面ぜんたいに乳白色
の水滴粒が写されている。No.1032には、より
小粒の水滴（キリ状）とこれの集合体（中粒）と
思われる像が写っている。最後の3枚は「スプ
レー水有り」、「フラッシュ光禁止」、の場合で
ある。この一例としてのNo.1934には、キリ（モ
ヤ状）の中に大、中径のオーブが画面の右際半
分に写されている。上部の2個のオーブは、乳
白色発光状であり、また右上端には茶色でデ
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）
VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）
VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）
※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。
※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX、
電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い
ます。

<お問い合わせ>
日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
� � � TEL�047-347-3546��FAX�047-330-4091
� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
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習熟した撮影者の意見として「オーブ撮影は
カメラ、光、雨（キリ）に注意すべき」がある。
しかし具体的にどの様に判断したら良いかは不
明であった。そこで今回は、この問題等につい
て初歩的・実験的な検討を試みることにした。

1．実験内容（実験条件）
デジタル・カメラの画素数の多少（又はフィ

ルターの有無）が、オーブ（たまゆら）像撮影
の可否や画質に影響する事が推定されている。
しかし確かめられてはいない。そこで、画素数
の異なるカメラを用いて撮影する。画素数の
少ないデジタル・カメラ、ニコンE-2200（220
万画素数）では（カメラ側の）光と人工的な霧

（キリ、水滴）の関係を調べる。画素数の多い
カシオEX-Z-2000（1610万画素数）では、主と
して、光、小雨（水滴）、近赤外線燈の関係を
調べる。つぎに、カメラの画素数と撮影され
易さ、オーブ表情のカオス解析等を検討する。

撮影条件として、露出モードをオート撮影
（P）に合せる。これは絞りとシャッターの組み
合わせを、カメラが自動的に選定して撮影す
る方式である。撮影時間は、夜間の20 : 00～
21 : 30の間。場所は、既知（オーブが出易い）
の福島市実験室西側空き地、飯坂温泉の駅付
近、別に未知（出現が未知）の上野寛永寺西側
道路を選んだ。

オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜んで
おり、目には見えない（活性化エネルギー、約
1.4eV）。また、小雨の降り始めに写り易い。
そこで、「晴れ」で「近赤外線燈に通電した時」。
並びに、「スプレー水放射時」も検討する事に
した。なお、撮影に際しては、次の諸項目を
組み合わせて実施した。

ストロボ光（フラッシュ光）禁止。さらに黒
遮光布でカメラのフラッシュ光発射部を遮蔽
した時。強制発光（フラッシュ光ON、色温度

約6000度K）。近赤外線電灯（TOKI赤外線家
畜用電球100V-185W、約3300度K、IR100）
照射の時。天候は晴れ、または小雨の降り始
め。晴れでスプレー水（キリ、噴霧）を放射し
たとき。

2．光をほぼ遮断する場合
（1）「フラッシュ光禁止」

「晴れ」の夜間の写真撮影である。ニコン
E-2200使用、「ストロボ光（フラッシュ光）禁
止」なので、カメラ側からは光放出はない筈
であるが、構造上、シャッターボタン半押し
と全押し時に近赤外線が放出される。さらに、

「シャッターON」時に僅かながらストロボ光
（フラッシュ光）が放出されてしまう。一例とし
て写真No.1910と写真No.1912を示す（省略）。
これらの写真をみると、背景が薄暗いのではっ
きりしないが、樹木の葉、建物の壁、屋根の
みが写されている。その他は真黒でオーブは
写っていない。

（2）フラッシュ光除去（黒遮光布使用）
上の（1）と同一時間帯、同一カメラ、並び

に同一場所で撮影した。「シャッターON（ボ
タン押し）」に伴う近赤外線照射は防ぎようが
無いが黒遮光布を使用して、フラッシュ光を
完全に除去している（カメラからは光は出て
いない）。この一例として写真No.1913と写真
No.1915を示す（省略）。画面をみると、今度は
完全に真黒で、何も写っていない。

3．「フラッシュ光有り」
オーブ像撮影時の通常の方法。つまり、暗

い夜空に向けて、「フラッシュ光ON」で撮影す
る場合である。画素数と性能の異なる4台の
カメラを用いて、場所と時間を様々に変えて
撮影し、多数のオーブ（たまゆら）写真を得た。
ここには、一例として、上の（1）と同一条件で

オーブ出現に及ぼすカメラと光と水滴の影響オーブ出現に及ぼすカメラと光と水滴の影響
佐々木 茂美　　苗 鉄軍　　川崎 利男　　
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これまでこの（1）反応はγ線のような強いエ
ネルギーでないと起こらないといわれてきたが
近年は超音波処理その他でも容易に起こるこ
とが明らかになってきた。

古くから我が国には「病は気から」という言
葉があるにもかかわらず気とかストレスという
ようなエネルギーについてはその存在をなか
なか認めない風潮があった。天下のNHKが

「気」とか「気功」のようなものを取り上げるよ
うになったのは旧科学技術庁が「稲葉生物フォ
トンプロジェクト」（1986～1991）を実施して以
降でありまだ日が浅いのである。

ところでここでは生体が関係するエネル
ギーを総称してサイエネルギーとしたが、具
体的には気エネルギー、生命エネルギー、生
体エネルギー、意識エネルギー、ストレスエネ
ルギー等々でありこれらは同種のエネルギー
なのかそれとも異種のエネルギーなのかある
いは幾つかに分類出来るものなのか大変興味
深いものであるとともにこの辺を先ず明らかに
することが極めて重要と思われる。その理由
は近年最新の検査機器を用いていくら検査し
ても原因が分からない病気や病的症状を訴え
る患者が増えていることである。新しいタイプ
の胸焼け、血尿、せき、血便等々いくら調べ
ても現在の医学では病的原因が見つからない
のである。そうなると第1に考えられることは
精神的なものが原因しているのではないかと
いうことになってくる。

医学分野ではプラシーボ（偽薬）効果がダブ
ルブラインドテストでも明確に有意差が認めら
れているにもかかわらずどういう訳か一般化
されていない。大変不思議なことである。こ
れは薬の売れ行きに関わるためか・・・。

今から20年以上も前になるが㈱日立製作所
にいた時日立研究所で日立返仁会（本当は変人
会で日立グループの博士号取得者の会）が開催
され佐々木茂美先生と清田益章青年に講演と
スプーン曲げの実演をお願いしたことがあっ
た。歴代の研究所長3人に最前列に並んでも
らい、さらに一般の所員にも開放しての講演
会だったため会場の講堂は人で溢れた。清田

青年は1時間の持ち時間が終わりに近付いてき
てもなかなか実演に入ってくれなくひやひやし
た記憶が蘇る。これは場が場だっただけに実
演するのに気分が乗ってくるまで時間を要し
たと言うことだと考えられる。その後の2回の
実演は共に成功した。これはたまたま時間が
許されたから成功したと言える。テレビなどで
の実況・実演では当然時間的な制約があり時
間内でということになった場合、成功しない場
合が十分にあり得ることである。

その後興味深かったのは事務局の一人が機
関紙に載せた文章だった。当日は事務局で用
意したスプーンで実演してもらったにもかかわ
らずスプーンを途中で取り換えたのではない
かということだった。信じない人は何処までも
信じないということ。このようなことに対する
清田青年の反応は「それでいいのだ」というこ
とだった（実演で折れたスプーンを研究所の材
料の専門家が早速分析したとのことだった）。
清田青年のスプーン曲げでありスプーン折り
のようなサイ現象に対する世の中の認識・評
価は20年以上も経過した現在でも当時とほと
んど変わっていないと筆者には思われるので
ある。

このような人体が関わるサイ現象でありサ
イエネルギーの世界に入ってくると再現性と
いうものが場や環境の影響を強く受けると言う
こと。したがって現代科学でいう再現性の意
味を広げるかあるいは再現性に対する考えを
変えないと再現性がないとか得られないと言
うことになってしまう可能性が多分にある。そ
のためサイエネルギーが関わる研究結果は正
当に評価され難くなりまたなかなか信じて貰え
ない結果になったりする。このことはサイ科学
の前進のためばかりではなく科学技術立国を
目指す我が国の将来のために極めて残念かつ
勿体ないことである。



科学と再現性　そしてサイエネルギー

我が国には再現性のないもの、あるいは再
現性の悪いものは科学（Science）のテーブルに
上らないとか科学の研究対象にならないとい
うことを平気でいう学者や研究者が珍しくな
い。確かに科学的な研究を進める上で再現性
が重要であることは間違いない。しかしこの
考えは正しいだろうか?　筆者は再現性がない
とか悪いからこそ科学の研究対象になるのだ
と考える。十分な再現性が得られればそれは
もう技術（Technology）のフェイズに移ったと
考える。

今を時めくLSIの元のトランジスターはたま
たま出来たものであり当初は極めて再現性が悪
かった。初期のLSIの量産化も歩留まりが10%
前後で実用化に進んだ。技術においては再現
性は極めて重要である。再現性の悪いものは
実用化は無理である。成田を飛び立った飛行
機は毎回予定通りに目的地に無事到着してくれ
なくては困るのである。飛び立つたびに落っこ
ちていたのでは怖くて乗れないのである。

ところでサイ科学の分野は再現性がないと
か悪いとか得難いという特性を本質的に持つ
分野である。そのため現代科学のテーブルに
極めて乗り難い面が強いのである。その結果
サイ科学の成果がなかなか実社会に受け入れ
て貰い難く、役立てて貰えないだけでなく時に
はせせら笑われたりすることがあるのである。
これは現代科学で言う再現性の問題と密接な
関係があるのではないかと思われる。

我が国で再現性のないものは科学のテーブ
ルに乗らないというような考えが常識化して
しまった原因を探っていくと第二次世界大戦
後の我が国の置かれた状態に辿り着く。戦後
我が国が米国を中心に外国から輸入した技術、
すなわちTechnologyを我が国では科学技術と
翻訳した。戦後我が国が外国から輸入した各
種技術は紛れもなくTechnologyであった。そ
れを科学技術と翻訳してしまったために再現
性のないものは科学のテーブルに乗らないと
いうようなことになってしまったのではないか
と推測する。いずれにせよ再現性のないもの
は科学のテーブルに乗らないとか科学の研究
対象にならないという考えはサイ科学分野を
中心に現在大きな弊害をもたらしていると考え
ざるを得ないのである。

最近病気の90%は活性酸素が原因している
と言われている。そしてストレスが活性酸素
の発生源になっているということが盛んに言わ
れている。しかしどうしてストレスが活性酸素
の発生源になるのかそのメカニズムについて
の説明を聞いたことがない。何故なのか不思
議に思ってきた。筆者は体内の水がストレス
エネルギーにより次の（1）反応が起こり活性酸
素のヒドロキシルラジカル（・OH）が生成する
のではないかと考えている。

　　H2O　→　・H　+　・OH　　　　（1）

科学と再現性　そしてサイエネルギー
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